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論 文 内 容 の 要 旨
歯の先天性欠如は発現頻度が高く，人種や民族間で異なる。従来，近遠心的顎間関係と歯の先天性欠如の発現頻度の
関連に共通の見解が得られておらず，日本人において近遠心的顎間関係と第三大臼歯以外の特定の歯の先天性欠如の発
現頻度の関連を調べた報告はない。本研究は，近遠心的な骨格性不正咬合と第三大臼歯，第二小臼歯，上顎側切歯およ
び下顎切歯の先天性欠如の発現頻度と発現様式の関連について検討した。資料は，日本歯科大学新潟病院小児・矯正歯
科に来院した患者１０２０名（男性：３５５名，女性：６５５名）の側面頭部エックス線規格写真とパノラマエックス線写真で
ある。ANB角で患者を Skeletal ClassⅠ（４０７名），Skeletal ClassⅡ（３４２名），Skeletal ClassⅢ（２７１名）の３群に分類
し，歯の先天性欠如の発現頻度と発現様式を比較し，以下の結果を得た。
１．第三大臼歯の先天性欠如歯数の分布はClassⅡと ClassⅢの間で有意な差が認められたが，第三大臼歯以外の歯
の先天性欠如歯数の分布は各骨格性不正咬合間で有意な差を認めなかった。
２．上顎両側性第三大臼歯と片側性・両側性第三大臼歯先天性欠如の発現頻度はClassⅢが ClassⅡより有意に高
く，下顎片側性・両側性第三大臼歯先天性欠如の発現頻度はClassⅠと ClassⅢが ClassⅡより有意に高かった。
３．両側性第三大臼歯と片側性・両側性第三大臼歯先天性欠如の発現頻度は，各骨格性不正咬合において，上顎が下
顎より有意に高かった。
４．上顎側切歯，下顎切歯，上顎・下顎第二小臼歯の片側性，両側性および片側性・両側性先天性欠如の発現頻度
は，各骨格性不正咬合間で有意差はなかった。
５．下顎片側性，両側性および片側性・両側性切歯先天性欠如の発現頻度は，各骨格性不正咬合において，上顎側切
歯のそれより高い傾向があった。
６．片側性・両側性および片側性・両側性第二小臼歯先天性欠如の発現頻度は，各骨格性不正咬合において，下顎が
上顎よりも高い傾向があり，特に片側性・両側性先天性欠如はClassⅡで有意差が認められた。
以上より，日本人矯正患者において，第三大臼歯先天性欠如の発現頻度と発現様式は近遠心的な骨格性不正咬合と関
連するが，第二小臼歯と切歯先天性欠如のそれらは関連しないことが示唆された。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，日本人矯正患者における異なる近遠心的顎間関係と永久歯の先天性欠如の発現頻度と発現様式の関連につ
いて検討している。その結果，第三大臼歯先天性欠如の発現頻度と発現様式は近遠心的な骨格性不正咬合と関連する
が，第二小臼歯と切歯先天性欠如のそれらは関連しないことを明らかにした。これらの知見は，矯正歯科治療の診察・
診断と治療成果の向上の一助となる貴重な情報であり，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値するも
のと審査する。
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